




1969 年，ル・クレジオ ( Jean-Marie Gustave Le Clézio 1940 ―　) は処
女作『調書』 (Le procès-verbal, 1963) から数えて四作目の長篇小説とな
















り，『大洪水』 (Le déluge, 1966) では十三日間といったように短期間であ
ったが，続く前作の『テマ・アマータ』(Terra amata, 1967) では，主人
公の誕生から死までに時間の幅が拡大されている。すなわち，章題の言葉
そのままいえば「僕は生まれた Je suis né 」から「僕は死んで Je suis



















文明に対する徹底して批判的な記述などには，『戦争』 (La guerre, 1970)










































































ヌ・オム jeune homme ＝ young man の名はジョイスを想起させずには
おかないが，ル・クレジオ流のもう一つの『若い芸術家の肖像』A



































































































































バラムの予言』（Les prophéties de Chilam Balam, 1977），『ミチョアカン
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